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In the chicken embryo, Gut epithelium is derived from the endoderm which 
differentiates from epiblast at gastrulation. On the other hand, yolk-sac epithelium, 
connected to the gut epithelium, is originated from lower layer including hypoblast and 
endoblast which already exist before gastrulation. In previous study, it is reported that 
the endoblast contribute to not only yolk-sac epithelium, but also gut epithelium. That 
report also revealed that the endoblast only under the anterior tip of primitive streak 
(PS) in stage-3 embryo contributed to the whole gut endoderm. This results open 
another question; the endoblast under the anterior tip of primitive streak is special 
because its developmental potential or its position in the embryo. To clarify this 
question, the endoblast at anterior tip of PS and posterior PS was isolated and 
transplanted into ventral layer at anterior tip of PS. Both endoblast-derived cells spread 
to whole presumptive gut epithelial region. Also, both endoblast-derived cells expressed 
marker genes of the stomach epithelium, cSox2 and of the liver epithelium, Hex. These 
results suggested that posterior endoblast also has a potential to differentiate into gut 
epithelium if they are at the right position. Next, to know how the endoblast at anterior 
tip of PS spread to wide region from stage 3 to 5, detailed fate map of the endoblast at 
anterior tip of PS were constructed. I found that even the endoblast at anterior tip of PS 
has small number of cells in the narrow region, cells spread depending the particular 
position. Together with previous fate map of the endoderm by Kimura et al., the 








































































胚は New の培養（改良型）で培養した(Stern and Ireland 1981)．ニワトリ生理食塩水
には Pannett–Compton 液を使用した． 
 
エンドブラストの移植実験 
ホスト胚もドナー胚も HH ステージ 3 の New の培養法で卵から取り出した胚を用い
た．タングステンニードルを用いて，１つのドナー胚から原条先端エンドブラストおよ
び原条後方エンドブラストを単離し， DiI (1, 1-Dioctadecyl-3,3,3’,3’-tetramethyl 
indocarbocyanine perchlorate) (DiI-C18; Molecular Probes)で標識した．DiI標識は 0.05% DiI, 
30mM スクロースの液を生理食塩水中で組織に吹き付けることで行った．原条先端エン
ドブラストおよび原条後方エンドブラストを別々のホスト胚の原条先端腹側に移植し
た．ホスト胚はあらかじめ原条先端エンドブラストを取り除いておいた(Fig. 1A, Fig.2A)． 
ホスト胚を 38℃で２日間培養し，固定した． 
 
切片の in situ hybridization 
移植胚を 4% paraformaldehyde in PBS 中で固定し，その後 30％スクロース液内で 4℃
一晩，脱水した．OTC compound (Sakura Finetechnical Co.)で包埋し，10μm 厚の切片に
薄切した．DiI の局在をしめす写真を撮影した後，前述の方法で(Ishii et al., 1997)in situ 
hybridization を行った．プローブはニワトリ Sox2 (Ishii et al., 1998)および Hex 
(Yatskievych et al., 1999)の cDNA 全長から合成した RNA を用いた． 
 
DiI を使った運命地図の作成 
エンドブラストの標識は Kimura et al., 2008 と同様の方法を用いた．New の培養で欄




中ステージ 3+,4 の DiI の局在も記録した． 
 
DiI の光酸化 
DiI で標識直後の胚を 4% paraformaldehyde in PBS 中で１時間固定し，500μg/ml 3-3’ 
diaminodenzidine (DAB) in 0.1M Tris-HCl(pH 7.5)液に１時間置き，４０倍の対物レンズで
焦点を合わせ，蛍光部分にローダミンフィルターの励起光照射を５分間することで，
















発現をしらべた．すると DiI 陽性細胞が胃領域内胚葉マーカー遺伝子である Sox2(Fig.2 




トと同様，消化管上皮域全体に広がった(Fig. 3C, D)．この胚も薄切し，in situ hybridization






























































葉マーカーAPOA1を発現し、卵黄嚢上皮もAPOA1が強く発現している(Bertocchini et al., 
2008)．ステージ５の APOA1 の発現をみると，予定卵黄嚢上皮域では強い APOA1 の発
現が見られるが，予定消化管領域内ではごく少数の細胞がごま塩状に APOA1 を発現し





なっていることが報告されている．例えば，BMP2 や BMP4 は予定卵黄嚢上皮域と予定


























































B 移植直後の胚． DiI は矢尻の原条前端のみに見える． 
C 移植後 18 時間後の胚．C’，C”は C の写真中の枠の拡大写真． 



















Fig. 2	 原条前端エンドブラストを同所的に移植した胚での移植細胞の遺伝子発現 
 
Fig.1 D の胚を薄切した切片．A と B, C と D は同一切片．A と C は薄切直後に蛍光写真
と明視野写真を撮影し，重ねたもの．B と D は A と C を in situ hybridization にて cSox2 












B 移植直後の胚． DiI は矢尻の原条前端のみに見える． 
C 移植後 12 時間後の胚．C’，C”は C の写真中の枠の拡大写真． 



















Fig. 4	 原条後方エンドブラストを原条前端に移植した胚での移植細胞の遺伝子発現 
 
Fig.2 D の胚を薄切した切片．A と B, C と D は同一切片．A と C は薄切直後に蛍光写真
と明視野写真を撮影し，重ねたもの．B と D は A と C を in situ hybridization にて cSox2 






Fig.5	 DiI をつかったエンドブラスト特異的標識 
 
A 数個のエンドブラストを DiI で特異的に標識する方法,および光酸化の方法の図 
B, C 標識した胚の例．胚を腹側から撮影した蛍光写真と明視野写真を重ねたもの．矢
尻の赤い点が標識した細胞． 

















Fig.6	 DiI によるエンドブラストの標識 
 
ステージ３の原条先端のエンドブラストを DiI で標識し，ステージ５まで培養した． 
A-D’ 胚の明視野写真と蛍光写真を重ねたもの．DiI は赤く見える 
A’-D’ A-D の胚の枠内を強拡大したもの． 
A’’-D’’ A’-D’の蛍光写真のみ 
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A-D’ 胚の明視野写真と蛍光写真を重ねたもの．DiI は赤く見える 
A’-D’ A-D の胚の枠内を強拡大したもの． 
A’’-D’’ A’-D’の蛍光写真のみ 
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Fig.8	  DiI によるエンドブラストの標識 
 
ステージ３の原条前端より原条幅 1.5 個分後方正中のエンドブラストを DiI で標識し，
ステージ５まで培養した． 
A-D’ 胚の明視野写真と蛍光写真を重ねたもの．DiI は赤く見える 
A’-D’ A-D の胚の枠内を強拡大したもの． 
A’’-D’’ A’-D’の蛍光写真のみ 
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A-D’ 胚の明視野写真と蛍光写真を重ねたもの．DiI は赤く見える 
A’-D’ A-D の胚の枠内を強拡大したもの． 
A’’-D’’ A’-D’の蛍光写真のみ 
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A-D’ 胚の明視野写真と蛍光写真を重ねたもの．DiI は赤く見える 
A’-D’ A-D の胚の枠内を強拡大したもの． 
A’’-D’’ A’-D’の蛍光写真のみ 
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A-D’ 胚の明視野写真と蛍光写真を重ねたもの．DiI は赤く見える 
A’-D’ A-D の胚の枠内を強拡大したもの． 
A’’-D’’ A’-D’の蛍光写真のみ 
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Fig.12	  DiI によるエンドブラストの標識 
 
ステージ３の原条前端から原条幅１つ分後方，原条から原条幅 1/3 側方のエンドブラス
トを DiI で標識し，ステージ５まで培養した． 
A-D’ 胚の明視野写真と蛍光写真を重ねたもの．DiI は赤く見える 
A’-D’ A-D の胚の枠内を強拡大したもの． 
A’’-D’’ A’-D’の蛍光写真のみ 
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Fig.13	  DiI によるエンドブラストの標識 
 
ステージ３の原条前端から原条幅１つ分後方，原条から原条幅 1/2 側方のエンドブラス
トを DiI で標識し，ステージ５まで培養した． 
A-D’ 胚の明視野写真と蛍光写真を重ねたもの．DiI は赤く見える 
A’-D’ A-D の胚の枠内を強拡大したもの． 
A’’-D’’ A’-D’の蛍光写真のみ 
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Fig.14	  DiI によるエンドブラストの標識 
 
ステージ３の原条前端から原条幅１つ分後方，原条から原条幅１つ分側方のエンドブラ
ストを DiI で標識し，ステージ５まで培養した． 
A-D’ 胚の明視野写真と蛍光写真を重ねたもの．DiI は赤く見える 
A’-D’ A-D の胚の枠内を強拡大したもの． 
A’’-D’’ A’-D’の蛍光写真のみ 
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A 今回の標識実験で標識した st.3 の原条前端エンドブラストは非常に狭い範囲である
が，場所ごとに予定消化管上皮域の違う場所に広がってゆくことがわかった． 
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